
(1)　改装第２０号　2006年6月 改装第20号　2006年6月　(4)

人と暮らし
環境に優しい
福祉社会の実現

発　行　福井県労働者福祉協議会

　　　　福井市問屋町1丁目35番地

電　話　0776－21－5929

編　集　機関紙編集委員会

発行人　吉田哲夫

2006年6月25日発行
改装第20号

7月－9月

7月－8月

　

こ
の
一
年
間
の
活
動
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
昨
総

会
に
お
い
て
提
案
さ
れ
た

方
針
が
ほ
ぼ
百
パ
ー
セ
ン

ト
実
行
さ
れ
た
こ
と
が
中

心
で
し
た
が
、
新
し
く
加

わ
っ
た
事
案
も
あ
り
ま
し

た
。

○
事
業
団
体
役
職
員
研
修

　

半
世
紀
以
上
の
歴
史
を

持
つ
労
働
金
庫
を
は
じ
め
、

他
の
事
業
団
体
も
四
十
年

を
数
え
る
に
至
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
歴
史
は
あ

る
意
味
で
横
の
連
携
を
薄

め
る
作
用
を
生
む
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
一
度
の
再
認
識
を
目
的

と
し
た
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
全
事
業
団
体
の

関
係
者
全
員
を
対
象
と
し

た
も
の
で
し
た
。

○
世
界
見
聞
ツ
ア
ー

　

広
く
他
の
国
も
見
聞
し

て
も
ら
う
べ
く
、
初
め
て

の
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し

た
。
限
ら
れ
た
日
程
の
中

で
は
目
的
達
成
に
は
不
充

分
な
感
も
あ
り
ま
す
が
、

初
回
と
し
て
マ
ラ
ッ
カ
海

峡
を
中
心
と
し
て
見
聞
を

広
め
ま
し
た
。

　

な
お
副
次
的
に
は
旅
行

セ
ン
タ
ー
の
業
績
拡
大
の

意
義
も
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
外
二
年
目
に
入

っ
た
〝
く
ら
し
な
ん
で
も

相
談
事
業
〞
や
、
進
行
中

の
〝
ク
レ
・
サ
ラ
の
金
利

引
下
げ
を
求
め
る
活
動
〞

等
多
く
の
活
動
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

○
政
策
・
制
度
の
改
善

　

毎
年
実
施
し
て
き
た

県
・
市
町
に
対
す
る
政

策
・
制
度
の
改
善
を
求
め

て
自
治
体
訪
問
や
知
事
懇

談
会
を
行
い
ま
す
。
こ
れ

と
は
別
に
、
ク
レ
・
サ
ラ

の
金
利
引
下
げ
を
求
め
る

地
方
議
会
で
の
意
見
書
採

択
を
求
め
て
の
陳
情
も
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
自
主
福
祉
事
業
の

　
　
　
　
　

強
化
・
発
展

　

私
た
ち
が
自
ら
運
営
し

て
い
る
自
主
福
祉
事
業
の

各
団
体
の
基
盤
強
化
等
を

進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
昨
年
に
続

い
て
関
係
者
へ
の
研
修
参

加
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
未
組
織
の
労
働
者
へ

の
呼
び
か
け
も
課
題
と
し

て
い
ま
す
。

○
各
分
野
の
事
業
展
開

　

文
化
・
体
育
・
研
修
等

多
岐
に
亙
る
分
野
で
す
が
、

く
ら
し
な
ん
で
も
相
談
は

次
年
度
以
降
の
実
施
方
法

の
試
金
石
と
し
て
の
年
と

も
な
り
ま
す
。

　

新
規
と
な
る
男
の
料
理

教
室
、
退
職
目
前
の
人
を

対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
等

男
性
、
高
齢
者
に
目
を
向

け
た
内
容
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。

○
組
織
関
係

　

連
合
福
井
の
地
域
協
議

会
の
再
編
、
諸
相
談
に
対

し
て
素
早
く
解
決
を
目
指

す
た
め
の
〝
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
機
構
（
仮

称
）
〞を
設
置
す
る
準
備
に

入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
公
益
法
人
格
を

持
つ
事
業
団
体
の
会
計
事

務
の
共
同
化
を
本
年
度
中

に
実
施
さ
せ
ま
す
。
加
え

て
事
業
の
共
同
化
も
視
野

に
入
れ
た
協
議
を
開
始
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

　本年度は任期満了による役員の改選期にあたり、馬場会長

の再任の外新役員体制となりました。六年七ヵ月務めた龍田

清成副会長が退任し、新たに吉田哲夫、川 周市氏が就任し

ました。

こ
の
一
年
間
の

　
　
　
　

活
動
報
告

新
年
度
の

　
　
　

活
動
方
針

お問い合せは

ユニオントラベル福井
〒918-8231　福井市問屋町1-35

TEL：0776-21-2312　FAX：0776-26-3982

社団
法人福井県勤労者旅行センター

さ
ら
に
幅
を
広
げ

 

活
動
を
充
実
さ
せ
よ
う
!!

第
四
四
回
定
期
総
会
で
方
針
確
認

　

去
�
五
月
三
十
日
労
福
協
第
四
四
回

定
期
総
会
�
開
催
�
�
�
新
規
活
動
�

含
�
�
�
�
一
年
間
�
活
動
報
告
�
決

算
内
容
�
承
認
�
�
�
後
�
向
�
一
年

間
�
活
動
方
針
�
満
場
一
致
�
確
認
�

�
�
�
�
�
社
会
全
般
�
福
祉
�
対
�

�
期
待
�
膨
�
�
中
�
私
�
�
労
働
者

福
祉
�
�
�
方
�
創
意
工
夫
�
求
�
�

�
�
�
�
時
代
�
�
�
�
本
総
会
�
�

�
意
味
�
節
目
�
�
�
�
�
�
言
�
�

�
�
�
�
任
期
�
終
�
�
退
任
�
�
龍

田
副
会
長
兼
事
務
局
長
�
後
任
�
�
吉

田
哲
夫
氏
�
U
�
・
�
�
�
�
同
盟
出

身
�
�
�
�
�
�
川 

周
市
氏
�
北
陸
労

働
金
庫
出
身
�
�
副
会
長
�
選
任
�
�

�
�
�
�

税務研修会開催します

こ
れ
ら
の
事
業
達
成
に
向
か
っ
て

　
　
　

役
職
員
が
鋭
意
努
力
し
ま
す
。

新 役員名簿

（2006年5月30日～2008年5月総会まで）

役　職 氏　　　名 選出団体 備　考

会　長

副会長
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〃

〃
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事務局長
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〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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〃

〃

〃
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〃

馬　場　　修　一

吉　田　　哲　夫

荒　谷　　一　井

毛　利　　利　夫

松　本　　昌　三

川　   　　周　市

吉　田　　哲　夫

朝　倉　　明　哉

久　保　　主　計

坂　本　　卓　也

中　村　　俊　哉

福　田　　正　人

牧　野　　恭　英

坪　内　　佳　久

今　田　　文　尚

岩　崎　　真　次

本　儀　　皇　康

藤　川　　武　夫

峯　田　　則　雄

佐々木　　哲　男

田　中　　　　一

山　崎　　清　澄

斎　藤　　重　範

成　田　　正　一

連　　合
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副会長兼務

連　　合

連　　合

連　　合

連　　合

連　　合

連　　合

連　　合

連　　合
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労働金庫

県民生協

労 信 協

勤 住 協

旅行センター

労働福祉会館

連　　合

全 労 済

再

新

再

再

再

新

新

再

新

新

再

再

再

再

新

再

新

再

再

再

再

再

再

再

場 所 ユニオンプラザ福井

7月10日 13時30分日 時

講 師 小酒井　雄三 税理士

　例年行っている税務に関する研修会を次のとおり開催します。
　義務は当然果たさなければなりませんが、不安な納税はして
いないか、研修でしっかり修得し
ましょう。案内は組合へ送付して
います。（個人の参加も可）

北 海 道

北海道満載 見どころをつかんで夢いっぱい

さてさてユニオン夏企画
                     　　　発表します!!第1弾

【お問い合わせ先】
福井県民生協　組織ネットワーク推進部

　〒910-8557　福井市開発町２－１－１
TEL0776-52-8460　FAX0776-52-2030
ホームページ：http://www.fukui.coop

市民活動助成金応募要領市民活動助成金応募要領
2006年度 福井県民生協

市民活動助成金応募要領

新しい制度に応募して下さい
この助成制度は、「福井県民生協社会貢献活動基金規則」に基づき、福井県民生協の毎年

の剰余金（利益）の一部を使って、県内の公益的社会活動に取り組むNPOや市民団体の

活動や育成を資金面で支援する制度です。NPO等とのネットワークを図るとともに、

より良い地域社会づくりに貢献するために、2006年度よりスタートする制度です。

Ⅰ.応募資格要件

（ １ ）福井県内を主たる活動の場として、

　　社会公益的な活動をしていること。

（２）法人の有無、他から助成を受けてい

　　るかどうかは問いません。営利、宗教、

　　政治や趣味などの団体は除きます。

（３）定款または会則・規則があり、決

　　算報告または収支報告があること。

（４）福井県民生協組合員が最低 １ 名以

　　上参加していること。

Ⅱ助成対象の活動のテーマ（分野）と

　使途基準

（１）分野

　① 食育活動分野

　② 環境リサイクル活動分野

　③ 福祉ボランティア活動分野

　④子育て支援活動分野

（２）使途基準

　①活動・事業に要する運営費用の一部

　②目的をもった物品の購入費用の一部

　③活動・事業立上げに要する費用の

　　一 部

Ⅲ.助成金額

（1） ２００６年度助成総額10０万円。

（２）１団体への助成金額は１０万円を上限

　　としますが、応募数や事業規模により

　　申請額より少なくなる場合もあります。

　※生協サークル・グループとの２重の

　　助成は受けられません。

Ⅳ.応募期間と受付

（1）受付期間

　　６月１３日（火）～７月３０日（日）

（２）提出先

　　福井県民生協の組織ネットワーク推

　　進部

または最寄の店舗ハーツ、共同購入セ

ンターにご持参いただくか、郵送または

ＨＰからでもご提出いただけます。

Ⅴ.応募の制限

（1） １団体１分野での申請に限ります。

（２）育成支援やより多くの団体への支

　　援の意味から助成期間は最高２回と

　　します。

Ⅵ.応募方法

　福井県民生協所定の「市民活動助成

金申請書」に必要事項を記入の上、下記

の添付書類を添えて申請してください。

（ＨＰ上からも取得できます）

　① 申請書（指定の書式）

　②活動計画書（指定の書式）

　③ 団体に関する概要（指定の書式）

　④ 定款または会則・規約等

　⑤前年度のまとめ・決算報告書と今

　　年度の計画・予算書

　⑥団体の概要や活動が分かる資料　

　　（パンフレット・写真・会報等）

　※ 申請書類等はお返しいたしません。

Ⅶ.選考方法と決定交付について

（１）８月開催の組合員代表（理事）を含め

　　た社会貢献基金運営委員会で選考

　　を行います。必要に応じて、団体へ

　　のヒアリングを行います。

（２）９月助成団体の決定を行い、覚書締

　　結後、助成金を振り込み致します。

（３）翌年活動報告の提出や成果発表を

　　お願いします。

（４）覚書に違反した場合、助成金の返還

　　を求めることがあります。

①
自
転
車
賠
償
責
任
補
償
特
約

　

自
転
車
事
故
に
よ
り
人
を
け
が
さ
せ
た

り
、
他
人
の
財
物
に
損
害
を
与
え
、
法
律

上
の
損
害
賠
償
を
負
担
し
た
場
合
に
補
償

し
ま
す
。

②
子
供
運
転
年
齢
条
件
の
新
設

　

子
供
専
用
の
年
齢
条
件
を
設
定
す
る
こ

と
で
、
元
々
の
運
転
者
年
齢
条
件
を
変
更

せ
ず
に
、
子
供
を
補
償
の
対
象
に
追
加
で

き
ま
す
。

③
オ
ー
ル
リ
ス
ク
ワ
イ
ド
タ
イ
プ
の
新
設

　

車
中
動
産
盗
難
補
償
特
約
を
付
帯
す
る

こ
と
に
よ
り
身
の
回
り
品
の
盗
難
に
よ
る

被
害
を
30
万
円
（
自
己
負
担
額
1
万
円
）

を
限
度
に
補
償
し
ま
す
。

④
盗
難
防
止
装
置
装
備
車
割
引
の
新
設

　

車
両
補
償
の
共
済
掛
金
を
5
％
割
引
し

ま
す
。

※
詳
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、

　

全
労
済
福
井
県
本
部

　

0
7
7
6
｜

2
6
｜

6
1
2
3
ま
で

全
労
済
の
マ
イ
カ
ー
共
済
が
8
月

よ
り
制
度
改
定
を
実
施
し
、

さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

マイカー共済パワーアップ
全労済通信

■代金　お一人様68,800円～126,800円

知床五湖知床五湖知床五湖
手つかずの原生林の中に点在する大小5つの湖の総称。このコ
ースでは知床の秘境岩尾別温泉に宿泊。トドワラや釧路湿原ノロ
ッコ号乗車で自然を満喫できます。

北アルプスの山並に映える赤い三角屋根の北欧風リゾート。
大自然に抱かれた休日が過ごせます。

夏夏休休みみ特特別別企企画画夏休み特別企画

■代金　お一人様57,000円～89,000円

★懐かしの縁日★白馬の星空
★木工体験（コルチナ工房）
★キッズルーム開放
★おもちゃ湯（大浴場）

■代金　お一人様7,800円～20,800円

（7月29日（土）～8月5日（土））
■雨天中止16：00～17：00

カブトムシ＆クワガタ探索ツアー
3歳以上

1度は
訪れたい!!

いつもご愛顧ありがとうございます。

おもしろおもしろ
家ぞぱっくイベント家ぞぱっくイベント

おもしろ
家ぞぱっくイベント

3日間世界自然遺産知床と秘境・秘湯探訪世界自然遺産知床と秘境・秘湯探訪世界自然遺産知床と秘境・秘湯探訪

山と高原の宿　ホテルグリーンプラザ白馬

4日間とびっきりの夏浪漫

　全労済福井県本部が今年、創立45周年を迎えました。

　事務局では、様々な企画イベントを用意しておりま

すが、６月からの「火災・自然災害共済キャンペーン

に連動して、風神・雷神をポイントに「特製うちわ」

を製作しました。

台風シーズン前に確かな保証を確立しましょう。

お問い合わせは、

全労済福井県本部

0776-26-6123まで
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九
日
は
午
後
か
ら
始

ま
り
、
全
国
か
ら
参
加

し
た
二
八
一
名
を
前
に
、

二
人
の
講
師
か
ら
の
講

演
で
し
た
。

日
本
総
合
研
究
所
会
長

　　

寺
島　

実
郎
氏

﹇
世
界
潮
流
と
日
本
｜

企
業
及
び
労
働
組
合
の

進
路
﹈

早
稲
田
大
学
教
授

　
　

岡
沢　

憲
英
氏

﹇
二
一
世
紀
型
福
祉
社

会
の
構
築
｜
少
子
高
齢

社
会
に
ど
う
対
応
す
る

か
﹈

　

十
日
は
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
づ
く
り
の

た
め
の
手
法
等
の
議
論

に
入
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
中
央
に
お
け
る

四
団
体
協
議
を
進
め
て

い
る
連
合
、
労
金
協
会
、

全
労
済
、
地
域
創
造
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
表
に

よ
る
各
々
の
ス
タ
ン
ス

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
既
に
発
足
し
て

い
る
石
川
、
静
岡
、
山

口
、
沖
縄
の
各
労
福
協

か
ら
、
設
立
に
際
し
て

の
手
法
と
現
状
の
報
告

が
あ
り
、
各
県
に
お
け

る
準
備
を
進
め
る
こ
と

を
確
認
し
て
散
会
し
ま

し
た
。

　

労
福
協
の
会
員
で
あ
る

勤
労
者
住
宅
協
会
が
誕
生

し
て
四
五
年
。
そ
の
当
時

は
持
家
率
も
低
く
、
結
婚

の
条
件
と
し
て
は
、〝
家
つ

き
カ
ー
つ
き
○
○
抜
き
〞

な
ん
て
い
う
流
行
言
葉
の

時
代
で
し
た
。
以
来
安
く

て
良
質
の
住
宅
を
提
供
す

る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
県

内
各
地
で
事
業
を
手
が
け
、

各
自
治
体
の
協
力
も
得
て
、

二
七
二
〇
戸
の
住
宅
と
六

四
九
区
画
の
土
地
を
提
供

し
、
皆
さ
ん
か
ら
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
去
る
六

月
七
日
、
こ
れ
ま
で
の
協

力
に
感
謝
の
意
を
込
め
て

四
五
周
年
の
集
い
が
開
催

さ
れ
、
関
係
者
約
百
名
の

臨
席
の
も
と
、
和
や
か
な

集
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
と
り
ま
く
環
境
と

将
来
を
察
知
す
る
と
き
、

元
気
の
あ
る
中
で
の
見
極

め
が
重
要
で
あ
る
と
の
判

断
か
ら
、
来
年
三
月
で
解

散
す
る
と
い
う
方
向
が
出

さ
れ
て
お
り
、
文
字
ど
お

り
最
後
と
な
る
集
い
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　　

勤
住
協
の
営
業
努
力
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の

陰
に
は
関
係
会
社
の
存
在

抜
き
に
し
て
今
日
は
有
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
永
年
協

力
会
会
長
を
務
め
て
こ
ら

れ
た
木
原
建
設
の
木
原
会

長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、

〝
喜
び
も
辛
さ
も
分
か
ち

合
っ
て
き
た
〞
と
こ
の
間

の
想
い
出
話
を
さ
れ
、
決

し
て
順
風
満
帆
で
な
か
っ

た
こ
と
を
伺
わ
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
集
い
を
も
っ

て
協
力
会
の
解
散
式
と
も

な
り
ま
し
た
。

　

改
め
て
各
企
業
の
皆
さ

ん
に
感
謝
申
し
上
げ
る
も

の
で
す
。

協
力
会
が
解
散

毎
年
�
事
業
�
�
�
中
央
労
福
協
主
催
�
全
国
研
究
集
会
�
�
六
月

九
・
十
日
�
二
日
間
札
幌
市
�
�
�
�
開
催
�
�
�
�
�
�
毎
年
�

�
�
�
変
�
�
�
�
�
�
今
回
�
�
�
設
立
�
目
指
�
�
�
�

”�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

“
�
名
称
�
仮
称
�
�
�
�
方
�
�
�
�
�

中
心
�
�
�
�
�
�
�
福
井
�
�
�
労
福
協
�
労
金
�
労
済
�
�
計

四
名
�
参
加
�
�
�
�
�

ワ
ン
ス
ト
�
プ

機
構
設
立

中
央
労
福
協
全
国
研
究
集
会

労働者福祉基金協会の事業として（前号

概報）昨年度より公的施設に図書の贈呈

をすることになりましたが、３月末に

６８冊を贈呈した光道園からお礼状が送

られてきました。渡辺孝一園長名の外、

この図書を利用する入園者の方々からも

点字で印した二通が届きました。大きな

ハンディを持たれる皆さんへ、少しでも

お役に立つことを願うものです。

勤
住
協
�
四
五
周
年

　
　

感
謝
�
�
�
�

三
五
〇
〇
家
庭
�

三
五
〇
〇
家
庭
�

　
　

提
供
�
�
�
�

　
　

提
供
�
�
�
�

三
五
〇
〇
家
庭
�

　
　

提
供
�
�
�
�

! !

を
急
ご
う

点 字 図 書

ありがとう!
光道園より礼状届く

初
日
は
講
演

二
日
目
は

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

 

6
月
8
日
〜
9
日
札
幌

で
開
催
さ
れ
た
、
労
福

協
全
国
研
修
会
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
早
稲
田
大

学
岡
田
憲
英
教
授
の
基

調
講
演
「
21
世
紀
型
福

祉
社
会
の
構
築
｜
少
子

高
齢
化
に
ど
う
政
策
対

応
す
る
か
」
は
実
に
意

義
深
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

　

│
│
少
し
大
き
め
の

地
球
儀
を
買
っ
て
、
そ

れ
を
な
が
め
な
が
ら
、

世
界
を
考
え
て
見
る
と
、

見
え
て
く
る
も
の
が
あ

る
。
第
2
次
大
戦
後
、

世
界
の
国
家
は
40
〜
50

ヶ
国
だ
っ
た
の
に
、
今

は
2
0
0
以
上
あ
る
。

相
互
依
存
は
大
き
く
高

ま
っ
て
い
る
。
東
西
の

カ
ベ
も
、
あ
ん
な
に
簡

単
に
崩
壊
す
る
と
は
、

誰
も
思
わ
な
か
っ
た
は

ず
だ
。
だ
か
ら
、
常
識

と
非
常
識
は
時
と
共
に

反
転
す
る
も
の
だ
。
日

本
の
常
識
は
世
界
の
非

常
識
と
思
え
。
こ
の
様

な
視
点
で
、
少
子
高
齢

化
の
21
世
紀
を
考
え
て

み
る
と
、
国
家
も
、
組

織
も
、
意
志
決
定
課
程

を
多
様
化
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、

次
世
代
育
成
議
論
に
は
、

も
っ
と
多
く
の
女
性
や

若
年
者
を
参
加
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
で
は
52
％
が
婚

外
子
だ
が
、
日
本
で
は

1
〜
2
％
だ
。
こ
れ
は

事
実
婚
と
法
律
婚
の
問

題
だ
け
な
の
だ
。
つ
ま

り
、
常
識
に
と
ら
わ
れ

て
い
て
は
、
少
子
高
齢

化
に
は
対
応
で
き
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

あ
な
た
の
勤
勉 

仲
間
の

失
業
!!
休
ま
ぬ
者
働
か

ざ
る
べ
し
!!
│
│　

と

い
う
様
な
内
容
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
福
祉
社

会
を
構
築
し
て
行
く
べ

き
私
達
「
労
福
協
」
の

大
事
な
道
し
る
べ
を
示

し
て
い
た
だ
い
た
様
な

思
い
で
し
た
。

　
　
　

 

吉
田 

哲
夫 

記

の
り
お

ユニオンプラザ短信
◆
全
国
一
般
労
組
入
館

　

連
合
福
井
加
盟
産
別
組
合
で
あ
る
全
国
一

般
労
働
組
合
が
、
六
月
一
五
日
か
ら
入
居
さ

れ
ま
し
た
。
二
階
の
連
合
福
井
前
の
事
務
所

に
は
、
二
人
が
専
従
さ
れ
て
お
り
賑
や
か
に

な
り
ま
す
。

◆
広
島
か
ら
研
修
に
来
館

　

広
島
労
働
会
館
の
役
職
員
十
九
名
の
一
行

が
研
修
の
道
す
が
ら
、
当
会
館
に
来
ら
れ
ま

し
た
。
会
館
視
察
の
あ
と
県
内
観
光
、
翌
日

は
岐
阜
県
に
向
か
い
ま
し
た
。
な
お
そ
の
お

世
話
を
旅
行
セ
ン
タ
ー
が
担
当
し
ま
し
た
。

感
謝
。

◆
問
屋
セ
ン
タ
ー
総
会

　

問
屋
町
内
約
八
十
社
・
団
体
が
加
盟
し
て

い
る
問
屋
セ
ン
タ
ー
。
そ
の
定
期
総
会
が
五

月
三
一
日
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
独
自
の
下

水
管
理
を
し
て
い
ま
す
が
、
間
も
な
く
公
営

下
水
に
切
り
替
え
る
こ
と
な
ど
が
課
題
と
し

て
あ
り
ま
す
。

　《ろうきん》は2006年7月23日（日）より、ＡＴＭ（現
金自動預払機）で引き出すことができる限度額を下記のと
おり1日あたり50万円に引下げることとしました。

 

　
　この引下げに踏み切った背景には、ここ数年で頻発に発
生しているキャッシュカードの盗難・偽造等による不正な
引出し被害があり、それらをできるだけ小さく抑えるため
に全国の《ろうきん》として判断したものです。

※ お引出し限度額には、「振込・振替」「デビットカード
取引」「提携金融機関ＡＴＭ」の利用分も含まれます
※ 2006年7月22日（土）までにＡＴＭで１日あたりの引出し
限度額を200万円未満（ローンカードは100万円未満）に
変更された方はこの対象となりません。ご希望の方は事
前に手続きされることをお薦めします。
※2006年7月23日（日）以後の引出し限度額の再引上げ
（キャッシュカード200万円、ローンカード100万円ま
で）を希望される方には、ろうきん営業店の窓口でお取
扱いさせていただきます。

　また、ＩＣカードの導入など不正防止への取組み
も進めておりますが、カードを安心してご利用いただ
くためにご理解をいただきますようお願いします。

�
�
・
�
�
金
利
引
�
下
�
�
陳
情

　

先
月
号
で
も
そ
の

概
要
を
報
告
し
ま
し

た
が
、〝
ク
レ
・
サ
ラ

の
金
利
引
き
下
げ
〞

を
求
め
る
国
会
請
願

へ
の
包
囲
を
固
め
る

た
め
、
自
治
体
議
会

に
対
す
る
陳
情
行
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
動
の
輪
を

広
げ
る
た
め
に
、
労

福
協
か
ら
県
司
法
書

士
会
に
呼
び
か
け
、

共
同
行
動
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

五
月
一
六
日
の
福

井
市
を
皮
切
り
に
、

二
四
日
の
県
議
会
ま

で
、
一
八
議
会
を
訪

問
し
、
意
見
書
採
択

を
要
請
し
ま
し
た
。

　

今
社
会
で
問
題
視

さ
れ
て
い
る
事
象
で

あ
り
、
応
対
さ
れ
た

各
議
会
の
議
長
は
理

解
を
示
さ
れ
、
各
々

の
六
月
議
会
に
お
い

て
協
議
す
る
旨
の
了

解
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

六
月
に
す
べ
て
の
議

会
に
お
い
て
採
択
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　今年の第１回目の“くらしなんでも相談”を次の日程で実施します。前年ま

での例では、１回８会場に５０名前後の来場者をみており、家庭や職場内、個

人間の難題について専門家（弁護士等）がお応えしました。組合員やその家族、

知人・友人に伝えてあげて下さい。

困りごと相談にいらっしゃ～い

日程・会場

日程・会場

7月  1日（土）10：00～13：00

7月  2日（日）10：00～13：00

7月  8日（土）  9：00～13：00

7月  9日（日）10：00～13：00

7月  9日（日）14：00～17：00

7月22日（土）  9：00～13：00

7月22日（土）14：00～17：00

7月23日（日）10：00～13：00

7月23日（日）14：00～17：00

会　場

小浜市勤労福祉会館

あいあいプラザ

福井県繊協ビル8F

大野労働福祉会館

勝山労働福祉会館

越前市労働福祉会館

鯖江市嚮陽会館

北陸労働金庫金津支店

ハートピア春江

住　　所

小浜市後瀬町1-6

敦賀市東洋町4-1

福井市大手3丁目7-1

大野市陽明町4丁目710

勝山市昭和町1-1-9

越前市中央2-5-1

鯖江市桜町2-7-1

あわら市市姫4-1-18

坂井市春江町西太郎丸15-22

限度額限度額がが変わります変わります
《ろうきん》よりお知らせ

　

ろ
う
き
ん
友
の

会
中
央
会
は
、
去

る
５
月
２
９
日
あ

わ
ら
市
に
お
い
て

第
１
８
回
通
常
総

会
を
開
催
し
ま
し

た
。
総
会
で
は
県

内
各
地
域
よ
り
選

出
さ
れ
た
代
議
員
、

中
央
会
の
役
員
を

含
め
て
６
４
名
の

出

席

の

も

と

、

２
０
０
５
年
度
の

活
動
の
ま
と
め
や

２
０
０
６
年
度
の
活

動
方
針
等
に
つ
い
て

積
極
的
な
論
議
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
の
開

会
を
前
に
、
全
体
研

修
会
と
し
て
劇
団

『
バ
バ
ー
ズ
』
に
よ

る
劇
の
公
演
と
林
団

長
に
よ
る
講
演
が
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

《
ろ
う
き
ん
》
へ

の
年
金
振
込
み
一
万

件
を
達
成
す
る
な
ど

大
き
な
成
果
を
挙
げ

て
い
る
同
中
央
会
で

す
が
、
い
わ
ゆ
る

『
団
塊
の
世
代
』
が

多
く
の
退
職
を
迎
え

て
い
く
こ
れ
か
ら
が

正

念

場

で

あ

り

、

《
ろ
う
き
ん
》
の
生

涯
取
引
の
受
け
皿
と

し
て
同
会
に
求
め
ら

れ
る
位
置
づ
け
と
役

割
は
ま
す
ま
す
大
き

く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

会
員
が
、
「
楽
し

く
集
い
」
「
助
け
合

い
」
「
ろ
う
き
ん
と

共
に
活
き
る
」
友
の

会
の
実
現
の
た
め
に
、

充
実
し
た
活
動
の
展

開
を
図
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

全
国
研
修
感
想
記

六
月
議
会
で

　
　
　
　

採
択
を
!!

【陳情事項】

　議会において、国会及び政府に対し『出資の

受け入れ、預り金及び金利等の取締りに関する

法律』（以下、「出資法」という。）及び『貸金業

の規制等に関する法律』（以下、「貸金業規制

法」という。）について、下記事項の改正を求め

る「意見書」の提出について採択いただくよう

陳情いたします。

記

１.出資法第５条の上限金利を、利息制限法第１条

　の制限金利まで引き下げること

２.貸金業規制法43条のいわゆる「みなし弁済」

　 規定を撤廃すること

３.出資法における、日賦貸金業者及び電話担保

　 金融に対する特例金利を廃止すること

キャッシュカード
（普通預金・貯蓄預金）

２００万円

ローンカード １００万円

５０万円

５０万円

▲

限度額が変わります �
楽
�
�
集
�
�
�
助
�
合
�
�
友
�
会
�

�
�
�
�
友
�
会
中
央
会
総
会
開
催

  光道園よりのお礼状です。
（心のこもった点字文です。）


